
ニーズの把握：

治療だけでは改善しにく
い生活上の困りごとや
ニーズを的確にキャッチ
する

「望む生活」の支援：

複雑な背景を理解し、住
み慣れた地域で、望む暮
らしを継続できるよう環
境を整える

身体拘束を行わない：

極力実施しない方法を検
討し、やむを得ず実施す
る場合も必ず、外す時間
を設ける

QOLを重視した意思決定
支援：

高齢者の生活が持続可
能かという視点で治療選
択を考える

退院後を見据えた目標共
有：

患者・家族と目標を共有し、
院内外の多職種と協働し
て生活の質を担保する

鋭敏な観察力：

検査結果や機器だけに
頼らず、「何かおかしい」
と察知する観察力を磨き、
重症化を予防する

切れ目のない支援：

地域包括ケアシステムや
在宅看護の仕組みを熟
知し、地域連携による退
院支援・指導を行う

高度な専門性の習得：
認知症看護や誤嚥性肺炎の
メカニズム、摂食嚥下リハビ
リテーションなど、高齢者看
護に不可欠な専門的知識や
技術を積極的に習得する


